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給食食材の産地に思いをはせて

保育の現場で活躍する保育士

災
害
に
強
い

街
づ
く
り

道
徳
教
育

食

育

を

通
し
た
交
流

児
童
虐
待
対
策

非
常
勤
保
育
職
員

の
処
遇
改
善

行
財
政
運
営

つ
な
ぐ
教
育

問　
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
災
害
対

応
に
は
日
頃
の
対
策
が
重
要
と

な
る
。
特
に
大
規
模
災
害
の
発

生
時
に
は
、
市
の
消
防
の
み
な

ら
ず
、
自
衛
隊
の
支
援
が
不
可

欠
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
救
急

車
の
充
足
率
に
つ
い
て
の
市
の

考
え
方
、
及
び
、
自
衛
隊
と
の

連
携
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答　
本
市
の
現
在
の
救
急
体
制

は
、
救
急
車
12
隊
で
の
運
用
と

な
る
が
、
国
の
示
す
基
準
に
対

す
る
充
足
率
は
92
・
３
％
に
留

ま
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
充
足

率
１
０
０
％
を
目
指
し
て
整
備

を
図
る
と
同
時
に
、
救
急
隊
員

の
技
術
向
上
等
、
体
制
の
更
な

る
充
実
・
強
化
に
努
め
た
い
。

ま
た
、
自
衛
隊
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
総
合
防
災
訓
練
や
防

災
フ
ェ
ア
に
お
い
て
、
野
外
炊

事
車
に
よ
る
炊
き
出
し
支
援
等

の
共
同
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
近
隣
部
隊
と
共
同
し
、

調
整
や
研
究
を
重
ね
、
災
害
派

遣
要
請
な
ど
も
含
め
、
訓
練
内

容
に
加
え
て
い
き
た
い
。

へ
の
持
ち
込
み
を
認
め
る
方
向

で
検
討
し
て
い
る
。
だ
が
、
小

中
学
生
の
ス
マ
ホ
等
の
使
用
に

係
る
法
整
備
は
遅
れ
て
お
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
や
り
と
り
が
生
徒

間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

市
は
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体

を
通
じ
た
取
り
組
み
に
お
い
て
、

ど
こ
ま
で
の
範
囲
を
道
徳
教
育

と
し
て
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　
ス
マ
ホ
等
を
用
い
た
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
問
題
等
の
情
報
モ
ラ
ル
に

つ
い
て
は
、
近
年
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
学
校
が
対
応

す
べ
き
範
囲
は
、
慎
重
に
見
極

め
る
必
要
が
あ
る
が
、
学
校
と

し
て
は
、
家
庭
と
の
連
携
を
図

る
と
共
に
、
道
徳
教
育
を
通
じ

て
、
生
徒
に
対
す
る
具
体
的
な

指
導
や
助
言
を
行
い
、
問
題
の

未
然
防
止
に
努
め
る
こ
と
も
役

割
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
こ
の
10
年
間
で
小
中
学
生

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電

話
の
所
持
率
が
急
速
に
高
ま
る

中
、
国
は
、
ス
マ
ホ
等
の
学
校

問　
施
政
方
針
に
は
、
会
津
地

方
の
米
を
購
入
す
る
こ
と
で
、

福
島
の
復
興
に
繋
が
る
と
共
に
、

給
食
で
会
津
の
米
を
提
供
し
、

食
育
を
通
し
た
交
流
に
取
り
組

み
た
い
と
あ
る
が
、
食
育
と
い

う
言
葉
の
意
味
す
る
範
囲
は
非

常
に
広
く
多
岐
に
渡
る
。
こ
こ

で
い
う「
食
育
を
通
し
た
交
流
」

と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。

答　
学
校
給
食
食
育
交
流
事
業

で
は
、
児
童
生
徒
に
会
津
で
作

ら
れ
た
お
い
し
い
米
を
給
食
で

食
べ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
会
津
の
人
と
仲
良
く
な
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
結
果
的
に
会
津
の
復
興

に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
児
童
生
徒
が
普
段
給
食

で
食
べ
て
い
る
米
の
産
地
の
歴

史
や
背
景
等
を
学
ぶ
と
共
に
、

産
地
の
人
と
の
交
流
や
地
域
同

士
の
繋
が
り
を
よ
り
深
め
て
も

ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
意
味
で
の
食
育
を
通

し
た
交
流
で
あ
り
、
児
童
生
徒

の
健
全
育
成
に
も
繋
げ
た
い
。

問　
野
田
市
で
発
生
し
た
児
童

虐
待
の
事
件
は
社
会
的
に
大
き

な
問
題
と
な
り
、
国
会
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事

件
で
は
、被
害
児
童
に
よ
る「
先

生
、ど
う
に
か
で
き
ま
せ
ん
か
」

と
い
う
叫
び
に
対
す
る
行
政
や

学
校
の
危
機
感
・
当
事
者
意
識

が
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
こ

で
、
本
市
に
お
け
る
教
育
委
員

会
の
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。
ま
た
、
虐
待
は
家

庭
教
育
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
も
原
因
と
思
わ
れ
る
が
、
家

庭
の
教
育
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

答　
児
童
虐
待
に
対
す
る
本
市

の
体
制
と
し
て
は
、
児
童
生
徒

の
き
め
細
か
な
観
察
と
教
職
員

間
の
情
報
共
有
や
教
育
相
談
の

実
施
等
、
学
校
で
の
積
極
的
な

対
応
を
行
う
他
、
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
、
子
ど
も
の
安
全

を
第
一
に
考
え
た
適
正
な
情
報

の
取
り
扱
い
等
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
で
は
家
庭
教
育
力

の
二
極
化
が
見
ら
れ
る
が
、
教

育
に
お
け
る
学
校
と
家
庭
の
役

割
分
担
を
明
確
に
し
つ
つ
、
各

学
校
で
の
家
庭
教
育
学
級
に
お

け
る
子
育
て
に
関
す
る
講
座
の

実
施
等
、
支
援
に
努
め
て
い
る
。

背
景
に
は
、
仕
事
の
負
担
が
重

い
反
面
、
賃
金
等
の
処
遇
が
悪

い
と
い
う
点
が
あ
る
。
本
市
で

も
、
拡
大
・
多
様
化
す
る
保
育

需
要
に
応
え
る
た
め
、
保
育
士

や
調
理
員
等
多
く
の
非
常
勤
職

員
が
公
立
保
育
園
で
勤
務
し
て

い
る
が
、
そ
の
処
遇
は
常
勤
職

員
に
比
べ
て
大
幅
に
劣
っ
て
い

る
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
平
成
32
年
４
月
か
ら
、

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ
る

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
設

け
ら
れ
る
が
、
本
市
の
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　
現
在
、
同
制
度
の
導
入
に

向
け
た
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
国
か
ら
示
さ
れ
て
お
り
、
そ

こ
で
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た

せ
ば
期
末
手
当
を
支
給
で
き
る

等
、
非
常
勤
職
員
の
処
遇
の
改

善
に
つ
い
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
基
に
、
近
隣
市
や
労
使
間
で

問　
待
機
児
童
問
題
の
原
因
の

一
つ
に
保
育
士
不
足
が
あ
る
が
、

の
情
報
交
換
も
行
い
、
具
体
的

に
設
定
す
る
職
、
給
与
水
準
、

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
係
る
制

度
の
詳
細
に
つ
い
て
、
現
在
検

討
を
進
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問　
行
財
政
運
営
と
は
、
市
川

市
と
市
川
市
民
の
た
め
に
進
め

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で

は
、
前
市
長
が
進
め
て
き
た
行

財
政
運
営
は
「
固
す
ぎ
る
」

と
考
え
る
。
税
金
の
無
駄
遣
い

は
許
さ
れ
な
い
が
、
こ
れ
か
ら

は
未
来
に
向
け
て
積
極
的
に
投

資
を
す
る
と
い
う
姿
勢
が
必
要

で
あ
る
。
新
し
い
市
長
と
な
り
、

財
政
運
営
の
面
で
一
つ
の
転
換

が
で
き
る
も
の
と
期
待
す
る
が
、

市
の
見
解
を
問
う
。

答　
平
成
31
年
度
予
算
で
は
、

庁
舎
建
設
等
に
か
か
る
経
費
が

大
き
く
増
加
し
、
10
年
度
予
算

以
来
21
年
ぶ
り
に
１
９
０
億
円

台
の
普
通
建
設
事
業
費
を
計
上

し
た
他
、
今
後
数
年
間
は
、
老

朽
化
対
策
等
で
一
定
規
模
の
都

市
基
盤
関
連
経
費
を
維
持
す
る

必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

問　
本
市
の
教
育
行
政
に
お
い

て
は
、「
つ
な
ぐ
教
育
」
の
理

念
の
実
践
に
向
け
、
塩
浜
学
園

を
中
心
と
し
て
小
中
一
貫
教
育

の
推
進
に
取
り
組
む
と
共
に
、

「
幼
小
連
携
」「
中
高
連
携
」

を
も
見
据
え
た
構
想
を
持
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ

で
、「
幼
小
連
携
」「
中
高
連
携
」

よ
う
な
状
況
で
も
本
市
の
財
政

は
、
近
隣
市
と
比
べ
、
特
に
公

債
費
に
関
連
す
る
財
政
指
数
が

良
好
で
あ
り
、
建
設
事
業
へ
投

資
を
行
う
財
政
的
な
余
力
は
あ

る
程
度
確
保
で
き
て
い
る
と
考

え
る
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
指

数
の
推
移
を
見
据
え
た
財
政
運

営
の
下
、
市
民
生
活
に
直
結
す

る
必
要
な
投
資
を
行
っ
て
い
く
。

の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
「
幼
小
連
携
」
に
つ
い
て

は
、
従
前
の
小
学
校
と
市
立
幼

稚
園
と
の
連
携
に
加
え
、
私
立

幼
稚
園
や
保
育
園
と
の
連
携
拡

張
を
目
指
し
て
お
り
、
平
成
29

年
度
に
は
幼
児
期
か
ら
小
学
校

に
繋
げ
る
た
め
の
指
導
計
画

「
ア
プ
ロ
ー
チ
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
」
と
、
小
学
校
入
学
当
初
の

指
導
計
画
「
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
」
を
作
成
し
、
30
年
度

に
は
対
象
の
全
施
設
に
配
布
し

た
。
ま
た
、「
中
高
連
携
」
に

つ
い
て
は
、
30
年
度
で
４
年
目

と
な
る
「
中
高
一
貫
教
育
推
進

事
業
」
が
行
わ
れ
て
お
り
、
市

立
中
学
校
と
市
内
全
て
の
国
立
、

県
立
及
び
私
立
高
校
が
一
堂
に

集
い
、
設
置
者
の
立
場
を
超
え

た
学
校
間
連
携
の
あ
り
方
を
協

議
す
る
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
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